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平成 12年 11月 29日，30日の両日，第 23回極
域気水圏シンポジウムが開催された．発表件数は
口頭発表 43件，展示発表 51件の併せて 94件で
あった．参加者は海外からの 6名（アメリカ 2



















観測プロジェクト ASTAR 2000（Arctic Study
on Tropospheric Aerosol and Radiation 2000）に関
する発表が多数行われた．第 22回極域気水圏シ


































































































































































































































































































この規則は，平成 12年 11月 8日から施行する．
別表（第 2条関係）
平成 12年 11月 30日付け人事異動
退　職
平　澤　威　男　（所長）
平成 12年 12月 1日付け人事異動
渡　�　興　亞　所長
（国立極地研究所研究系教授研究主幹）



































































極 地 研 ニ ュ ー ス 158
南極月別気象状況（Monthly Climatic Data for Japanese Antarctic Station）
昭和基地（Syowa： 89532）
9月（Jul.） 10月（Aug.）
平均気温（Mean temp.）（˚C） － 17.8 － 12.9
最高気温（Max. temp.）（˚C） － 6.0（2日） － 5.0（3日）
最低気温（Min. temp.）（˚C） － 32.4（24日） － 33.2（1日）
平均気圧・海面（Mean pressure, 992.0 981.2
sea level）（hPa）
平均蒸気圧（Mean vapour 1.0 1.8
pressure）（hPa）
平均相対湿度（Mean relative 61 75
humidity）（％）
平均風速（Mean wind speed）（m/s） 4.6 6.3
最大風速・ 10分間平均（Max. 22.5（1日，ENE） 29.2（30日，ENE）
wind speed, 10-min. mean）（m/s）
最大瞬間風速（Gust）（m/s） 29.1（1日，E） 39.5（31日，NE）
平均雲量（Mean cloud cover） 6.6 9.4
日数（Number of clear days） –
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【極地豆事典】
自然エネルギーの活用と
電力貯蔵設備
太陽光や風力発電などの自然エネルギーを
活用するとき問題になるのは，これらのエネ
ルギーが不安定なことである．昭和基地の太
陽光発電は，2001年に 42次隊がパネルを増設
すると 45 kW分の容量になる．この電力をイ
ンバーターで交流に変換して基地の電力網に
連結しているが，安定した電力を供給するた
めには自然エネルギーの変動に応じてディー
ゼルエンジンの発電量を瞬時に変化させて電
圧，周波数を一定に保たなければならない．
しかし，基幹のディーゼル発電機の容量が
300 kVAと小さいので，自然エネルギーの容
量を増やすと，ディーゼルエンジンはその大
きな変動に対応できなくなる．そのためには
自然エネルギー源とディーゼルエンジンの間
に大きな容量の電池を介在してやる必要があ
る．こうすることで，自然エネルギーが急激
に低下しても，この電池から放電しエンジン
に負担をかけずに安
定した電力を供給で
きる．
また，このバッテ
リーを設備すること
で，負荷のピーク電
力をカットすること
ができる．たとえば，
ある時間帯に大きな
電力が必要となる場
合でも，この電池が
負荷を分担すれば，
ディーゼルエンジン
に大きな負荷を掛け
ることはない．つま
りこの電池は負荷平
準化機能を持つこと
になる．
最近これらの機能
に適した電池の開発
が急速に進んでいる．ナトリウム－硫黄
（NAS）電池もそのひとつである．この電池
のエネルギー密度は鉛蓄電池の約 3倍である
ため，コンパクトに収納することができ，し
かも充放電効率が高く自己放電も少ない．ま
た，多数の充放電を繰り返しても 15年の寿命
を持っている．もし，この電池を昭和基地に
必要な全負荷容量分設置し，すべての負荷を
この電池からインバーターを介して供給すれ
ば，必要な電力のほとんどを自然エネルギー
で賄うことができる．普段はディーゼルエン
ジンは停止しておき，電池の容量が低下して
きたらエンジンを稼働して電池を充電するの
である．この構想の難点は，大きな電池収納
室が必要なことと電池そのものがまだ高価な
ことである．
オーストラリアは，200 kW級の大型風力発
電機を数基設置し，普段はこれから電力を供
給し，風が弱まってきたらフライホイールに
貯蔵した電力を数分間供給し，その間にエン
ジンを立ち上げ電力源とする計画を立ててい
る．南極の脱化石燃料のカギを握るのは，電
力の貯蔵技術である．
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南極のオゾンホール（2000年8月30日）（NASAのホームページより）
